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目的  
 
近年、手根管症候群（carpal tunnel syndrome, CTS）の発症に、subsynovial connective 
tissue（SSCT）の量的及び質的変化の関与が示唆されている。CTS は絞扼性神経
障害のうち最多であり、全人口の 3.8%が罹患していると言われているが、病態
の多くは未だ不明である。その罹患頻度は、男性と比較し女性で 2〜3 倍多く、
閉経、女性ホルモンとの関連が示唆されている。近年の研究から、特発性 CTS
は、手根管内の滑膜組織、すなわち SSCT の異常が関連していると言われており、
その非炎症性線維増殖に伴い、手根管内圧が上昇し、CTS を惹起するとされて
いる。SSCT 自体は画像的に捉えることが困難であるが、正中神経の動態に影響
を与える可能性があるため、超音波エコー検査（US）、末梢神経伝導検査（NCS）
を用いて、健常女性群での手指屈伸に伴う手関節部正中神経の動的評価、およ
び遠位潜時の評価を行い、青年群（Y）、壮年群（M）、老年群（O）で比較検討
した。 
 
 
方法  
 
対象は健常者女性 volunteer 60 人 120 手。Y 群、M 群、O 群それぞれ 20 人 40 手
（平均年齢 24.9 歳、44.9 歳、65.7 歳）。CTS の既往歴のある者、頸椎症性神経
根症、関節リウマチ、腱鞘炎、糖尿病、痛風、透析、アミロイドーシスなどの
全身性疾患を有する者や、これまでに上肢の外傷歴を有する者、手に疼痛や痺
れなど、なんらかの症状を有したことがある者、などは除外した。 
US 検査での前腕、手関節の肢位は、被験者は座位、肩関節中間位でリラックス
した状態で、肘関節軽度屈曲位とし、デバイスを用いて、手関節中間位、前腕
回外位とし、前腕、手関節を安定した状態で手台に固定した。手指は中間位（N）
から伸展位（E）、屈曲位（F）（power grip）まで緩徐に動かし、dynamic motion
を記録。検査は 2 人の整形外科専門医が行い、各対象に対しそれぞれ２回、別
日に施行した。検討項目は、手根管近位部での MN の扁平率、横断面積（CSA）、
橈尺側方向への変位量とし、統計学的に検討した。検者内、検者間信頼性の一
致率の評価は級内相関係数（ICC）を用いて行った。 
NCS は感覚・運動神経ともに手関節部刺激とし、記録電極は末梢に設置し、刺
激電極、記録電極間距離はそれぞれ 12cm, 7cm とし、それぞれ感覚神経活動電
位、複合筋活動電位を記録した。検査は１人の整形外科専門医が行い、各対象
に対しそれぞれ１回施行。検討項目は遠位潜時、振幅とし、統計学的に検討し
た。 
 
 
結果  
 
扁平率は E での Y-M 群間、Y-O 群間で有意差を認めたが、それ以外での有意差
を認めなかった。CSA は全ての肢位で高齢群ほど増大傾向があり、O 群で有意
差を認めた。橈尺側方向への変位量は有意差を認めなかったが、高齢群ほど小
さい傾向を認めた。検者内、検者間信頼性の一致率は良好であった。遠位潜時
は、感覚神経では高齢群ほど有意な延長を認め、運動神経では O 群で有意な延
長を認めた。振幅は、感覚神経では高齢群ほど有意な低下を認め、運動神経で
は O 群で有意な低下を認めた。 
 
 
考察  
 
SSCT は、手根管内で屈筋腱と正中神経を腱滑膜とつなぐ組織であり、腱、滑膜
への血流供給保護と、滑走時の摩擦を軽減させる役割を担っているとされる。
過去の報告では、SSCT の線維化は minor trauma を原因として生じ、その不可逆
的な損傷は正常の腱滑走でも生じるという報告が散見される。また、SSCT の非
炎症性線維増殖に伴い手根管内圧が上昇するという報告が散見され、加齢に伴
い SSCT の量的および質的変化を来すと考えられているが、具体的に加齢により
SSCT が増加することを示した報告はない。今回我々は、加齢に伴う SSCT の量
的・質的変化の評価を直接的に行うことが困難であるため、正中神経の動態評
価を行うことにより、間接的な評価を試みた。正中神経の動態評価に関して、
健常群での年齢別評価の報告はなく、本研究では、健常女性群における正中神
経の動態に関しては、各年齢群での有意差を認めなかったが、CSA、および遠
位潜時においては、加齢に伴う有意差を認めた。その一因として、加齢に伴う
神経そのものの質的変化に加え、SSCT の量的および質的変化が関与している可
能性が示唆された。 
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